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医科大学倫理委員会において審査承認され、プロトコールは UMIN No. 000033076 として事
前登録された。 
結果として平均年齢 62歳、平均腹膜透析歴 28か月となる腎不全患者 80名が登録された。
スタチン服用者は 36％、腎不全の原因疾患として糖尿病性腎症の者は 39％含まれていた。
アディポネクチン濃度は血清 HDL-C 濃度と正の相関、TG濃度と負の相関を認めた。レプ
チン濃度は BMIと正相関、アペリン濃度は血清 LDL-C 濃度と正相関を認めた。腹膜機能に
関する D/P 比はアディポネクチン濃度と正の相関を認め、D/D0 比はアディポネクチン濃度
と負の相関を認めたが、レプチン、アペリン濃度との相関はなかった。多重回帰分析の結
果、D/P 比、D/D0 比の予測因子としてアディポネクチン濃度が関連していた。 
本研究は腹膜透析患者において PET検査により求められた腹膜機能とアディポサイトカ
インの関連を検討した初めての報告であり、中でもアディポネクチン濃度との有意な相関
を示した点で新規性が認められる。 
第二次審査ではアディポネクチンの日内差、性差、増加の機序、心血管合併症との関連
についての質問、腹膜劣化の病理像、原因別についての質問、血管新生の意義についての
質問があり、本研究で得られた知見や、過去の報告、自験例の結果などをふまえて的確な
応答をおこなった。本研究はアディポネクチン濃度が腹膜機能保持のための新たな診断治
療指標となり得る可能性を示しており、将来性の高い研究と考えられ、学位論文として価
値あるものと認定した。 
 
